
(57)【要約】

【課題】利用者の喘息の症状を容易に検出することがで

き、検出された喘息の症状に応じて機器を制御する。

【解決手段】ベッド上にはエアマットレス（５１）が敷

かれている。喘息患者（７０）の心拍などによってエア

マットレス（５１）の内圧は変動する。マイクロホン（

５２）はエアマットレス（５１）の内圧の変動を電気信

号に変換して出力する。信号分離部（５４）はマイクロ

ホン（５２）の出力信号から喘息患者（７０）の心拍数

を検出する。喘息症状判定部（５５）には喘息患者（７

０）の心拍数信号が入力される。喘息症状判定部（５５

）は喘息患者（７０）の喘息の症状を判定する。制御部

（５６）には喘息患者（７０）の喘息の症状が入力され

る。制御部（５６）は喘息患者（７０）の喘息の症状が

発作を起こしている状態、あるいは、発作を起こす危険

性が高い状態のときにブザー（８１）等を制御する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
流 体 が 封 入 さ れ る と と も に 横 臥 者 （ ７ ０ ） を 支 持 す る 上 面 部 が 少 な く と も 可 撓 性 を 有 す る
本 体 部 を 有 し 、 人 （ ７ ０ ） を 横 臥 さ せ る 横 臥 手 段 （ ５ １ ） と 、
上 記 横 臥 手 段 （ ５ １ ） に 封 入 さ れ た 流 体 の 圧 力 の 変 動 に 基 づ い て 上 記 横 臥 手 段 （ ５ １ ） の
上 で 横 臥 す る 横 臥 者 （ ７ ０ ） の 生 体 情 報 を 検 出 す る 検 出 手 段 （ ５ ２ ， ５ ４ ） と 、
上 記 検 出 手 段 （ ５ ２ ， ５ ４ ） に よ り 検 出 さ れ た 生 体 情 報 か ら 上 記 横 臥 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の
症 状 を 判 定 し 、 判 定 さ れ た 上 記 横 臥 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 が 所 定 の 悪 性 状 態 の と き に 機
器 （ ８ １ ， ９ １ ） を 制 御 す る 制 御 手 段 （ ５ ５ ， ５ ６ ） と 、
を 備 え て い る 機 器 制 御 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
検 出 手 段 （ ５ ２ ， ５ ４ ） は 、 上 記 横 臥 者 （ ７ ０ ） の 生 体 情 報 と し て 呼 吸 数 、 心 拍 数 、 及 び
体 動 の う ち 少 な く と も １ つ を 検 出 す る 請 求 項 １ 記 載 の 機 器 制 御 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 機 器 制 御 シ ス テ ム （ ５ ０ ） と 、
上 記 機 器 と し て 、 上 記 横 臥 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る 喘 息 緩 和 手 段 （ ８ １ ， ９ １
） と 、
を 備 え て い る 喘 息 緩 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
喘 息 緩 和 手 段 は 、 上 記 機 器 制 御 シ ス テ ム （ ５ ０ ） に よ り 上 記 横 臥 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状
が 所 定 の 悪 性 状 態 と 判 定 さ れ た と き に 、 通 知 を 発 す る 通 知 装 置 （ ８ １ ） を 有 す る 請 求 項 ３
記 載 の 喘 息 緩 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
喘 息 緩 和 手 段 は 、 上 記 機 器 制 御 シ ス テ ム （ ５ ０ ） に よ り 上 記 横 臥 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状
が 所 定 の 悪 性 状 態 と 判 定 さ れ た と き に 、 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る 薬 を 上 記 横 臥 者 （ ７ ０ ） に
対 し て 供 給 す る 薬 供 給 装 置 （ ９ １ ） を 有 す る 請 求 項 ３ 又 は ４ 記 載 の 喘 息 緩 和 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 機 器 制 御 シ ス テ ム 及 び 喘 息 緩 和 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 疾 患 の １ つ と し て 喘 息 が 知 ら れ て い る 。 喘 息 の 発 作 は 気 管 支 が 狭 く な る こ と に よ
り 発 生 す る 。 と こ ろ で 、 気 管 支 の 状 態 と 呼 吸 時 に お け る 息 を 吐 き 出 す 速 度 と は 相 関 関 係 が
あ る 。 つ ま り 、 気 管 支 が 狭 ま っ て い る と き に は 、 息 を 吐 き 出 す 速 度 は 遅 く な る 。 以 上 に よ
り 、 息 を 吐 き 出 す 速 度 を 調 べ る こ と に よ り 、 気 管 支 の 状 態 を 把 握 す る こ と が で き 、 喘 息 の
症 状 を 推 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ こ で 、 息 を 吐 き 出 す 速 度 を 調 べ る た め の 器 具 と し て 、 従 来 か ら ピ ー ク フ ロ ー メ ー タ が 知
ら れ て い る 。 ピ ー ク フ ロ ー メ ー タ は 、 呼 吸 時 に お け る 息 を 吐 き 出 す 速 度 を 示 す ピ ー ク フ ロ
ー を 測 定 す る も の で あ る 。 そ し て 、 ピ ー ク フ ロ ー メ ー タ に よ っ て 定 期 的 に ピ ー ク フ ロ ー を
測 定 し 記 録 す る こ と に よ り 、 ピ ー ク フ ロ ー の 変 動 を 知 る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 気 管
支 の 状 態 の 変 動 を 知 る こ と が で き 、 ひ い て は 、 喘 息 の 症 状 を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 ピ ー ク フ ロ ー メ ー タ を 用 い て ピ ー ク フ ロ ー を 測 定 す る た め に は 、 ピ ー ク フ
ロ ー メ ー タ に 対 し て 息 を 的 確 に 吐 き 出 さ な け れ ば な ら な い 。 そ れ ゆ え 、 ピ ー ク フ ロ ー メ ー
タ に よ る 測 定 に は 慣 れ が 必 要 で あ る 。 ま た 、 ピ ー ク フ ロ ー メ ー タ を 用 い る 場 合 、 上 述 の よ
う に 定 期 的 に ピ ー ク フ ロ ー を 測 定 し 記 録 す る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 ピ ー ク フ ロ ー の 測
定 ご と に 喘 息 患 者 は 上 記 測 定 及 び 記 録 作 業 に 煩 わ さ れ る こ と に な る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
一 方 、 喘 息 の 症 状 を 検 知 し た と き は 、 そ の 症 状 を 緩 和 さ せ る 措 置 を 直 ち に 講 ず る こ と が 好
ま し い 。 そ こ で 、 喘 息 の 症 状 を 迅 速 且 つ 確 実 に 緩 和 さ せ る た め に 、 喘 息 の 症 状 を 検 知 手 段
に よ り 検 出 し 、 検 出 さ れ た 喘 息 の 症 状 に 応 じ て 、 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る 装 置 等 を 制 御 す る
こ と が 望 ま し い 。 し か し な が ら 、 従 来 は 、 そ の よ う な 装 置 等 は 存 在 し な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 喘 息 患 者 の 喘 息 の 症 状 を 容 易 に 検 出 す る こ と が で き 、 検 出 さ れ た 喘 息 の 症 状 に 応
じ て 機 器 を 制 御 す る 制 御 シ ス テ ム の 出 現 が 望 ま れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 利 用 者 の 喘
息 の 症 状 を 容 易 に 検 出 す る こ と が で き 、 検 出 さ れ た 喘 息 の 症 状 に 応 じ て 機 器 を 制 御 す る 技
術 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 は 、 流 体 が 封 入 さ れ る と と も に 横 臥 者 を 支 持 す る 上 面 部 が 少 な く と も 可 撓
性 を 有 す る 本 体 部 を 有 し 、 人 を 横 臥 さ せ る 横 臥 手 段 と 、 上 記 横 臥 手 段 に 封 入 さ れ た 流 体 の
圧 力 の 変 動 に 基 づ い て 上 記 横 臥 手 段 の 上 で 横 臥 す る 横 臥 者 の 生 体 情 報 を 検 出 す る 検 出 手 段
と 、 上 記 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 生 体 情 報 か ら 上 記 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 判 定 し 、 判 定
さ れ た 上 記 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 が 所 定 の 悪 性 状 態 の と き に 機 器 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、 を
備 え て い る 機 器 制 御 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ こ で 、 所 定 の 悪 性 状 態 と は 、 横 臥 者 が 喘 息 の 発 作 を 起 こ し て い る 状 態 又 は 発 作 を 起 こ す
危 険 性 が 高 い 状 態 を い う 。 ま た 、 所 定 の 悪 性 状 態 に は 、 個 人 差 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ に よ り 、 横 臥 者 が 横 臥 手 段 上 で 横 臥 す る だ け で 制 御 手 段 が 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 判 定
す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 容 易 に 検 出 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 制 御 手 段 が 、 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 生 体 情 報 か ら 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 判 定 し
、 判 定 さ れ た 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 が 所 定 の 悪 性 状 態 の と き に 機 器 を 制 御 す る た め 、 横 臥 者
の 喘 息 の 症 状 に 応 じ て 機 器 を 制 御 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 機 器 の 制 御 を 横 臥 者 の 喘
息 の 症 状 と 関 連 づ け て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 検 出 手 段 が 、 上 記 横 臥 者 の 生 体 情 報 と し て 呼 吸 数 、 心 拍 数 、 及 び 体 動
の う ち 少 な く と も １ つ を 検 出 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
と こ ろ で 、 呼 吸 数 、 心 拍 数 、 又 は 体 動 と 喘 息 の 症 状 と は 強 い 相 関 関 係 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ こ で 、 本 発 明 に よ れ ば 、 検 出 手 段 が 横 臥 者 の 生 体 情 報 と し て 呼 吸 数 、 心 拍 数 、 及 び 体 動
の う ち 少 な く と も １ つ を 検 出 す る た め 、 上 記 生 体 情 報 か ら 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 判 定 す る
制 御 手 段 は 、 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 的 確 に 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 機 器 制 御 シ ス テ ム と 、 上 記 機 器 と し て 、 上 記 横
臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る 喘 息 緩 和 手 段 と 、 を 備 え て い る 喘 息 緩 和 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ れ に よ り 、 機 器 制 御 シ ス テ ム は 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 が 所 定 の 悪 性 状 態 の と き に 喘 息 緩 和
手 段 を 制 御 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 事 前 に 又 は 発 作 が 起 こ っ た と き に 、 横 臥
者 の 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 喘 息 緩 和 手 段 が 、 上 記 機 器 制 御 シ ス テ ム に よ り 上 記 横 臥 者 の 喘 息 の 症

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-49389 A 2004.2.19



状 が 所 定 の 悪 性 状 態 と 判 定 さ れ た と き に 、 通 知 を 発 す る 通 知 装 置 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ に よ り 、 機 器 制 御 シ ス テ ム に よ り 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 が 所 定 の 悪 性 状 態 と 判 定 さ れ た
と き に は 、 通 知 装 置 が 通 知 を 発 す る た め 、 喘 息 緩 和 シ ス テ ム は 、 横 臥 者 又 は 横 臥 者 以 外 の
人 、 例 え ば 介 護 者 に 対 し て 通 知 を 発 す る こ と が で き る 。 そ れ ゆ え 、 横 臥 者 又 は 横 臥 者 以 外
の 人 に 対 し て 喘 息 の 発 作 の 発 生 又 は 発 生 の 危 険 性 を 認 識 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 横
臥 者 又 は 横 臥 者 以 外 の 人 は 、 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る 処 置 を 横 臥 者 に 対 し て タ イ ミ
ン グ 良 く 行 う こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 確 実 に
緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ５ の 発 明 は 、 喘 息 緩 和 手 段 が 、 上 記 機 器 制 御 シ ス テ ム に よ り 上 記 横 臥 者 の 喘 息 の 症
状 が 所 定 の 悪 性 状 態 と 判 定 さ れ た と き に 、 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る 薬 を 上 記 横 臥 者 に 対 し て
供 給 す る 薬 供 給 装 置 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ れ に よ り 、 機 器 制 御 シ ス テ ム に よ り 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 が 悪 性 状 態 と 判 定 さ れ た と き に
、 薬 供 給 装 置 が 上 記 薬 を 横 臥 者 に 対 し て 供 給 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 横 臥 者
の 喘 息 の 症 状 を 確 実 に 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 形 態 １ ）
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） を 収 容 し て い る 寝 室 （ ６ ０ ） に は 、 扁 平 な 直 方 体 状
に 形 成 さ れ た ベ ッ ド （ ２ ０ ） が 設 置 さ れ て い る 。 こ の ベ ッ ド （ ２ ０ ） の 上 に は 、 エ ア マ ッ
ト レ ス （ ５ １ ） と 蒲 団 （ ４ １ ） と が 重 ね て 敷 か れ て い る 。 蒲 団 （ ４ １ ） の 上 に は 枕 （ ４ ２
） が 置 か れ て い る 。 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） は 頭 を 枕 （ ４ ２ ） に 載 せ 、 蒲 団 （ ４ １ ） の 上 で 寝 て
い る 。 後 述 す る 機 器 制 御 シ ス テ ム （ ５ ０ ） の シ ス テ ム 本 体 （ ５ ３ ） は 、 ケ ー シ ン グ に 収 納
さ れ た 状 態 で ベ ッ ド （ ２ ０ ） の 近 傍 に 設 置 さ れ て い る 。 な お 、 本 発 明 で 言 う と こ ろ の 横 臥
者 は 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） に 対 応 し 、 横 臥 手 段 は エ ア マ ッ ト レ ス （ ５ １ ） に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 機 器 制 御 シ ス テ ム （ ５ ０ ） は 、 エ ア マ ッ ト レ ス （ ５ １ ） 、 マ イ ク ロ ホ
ン （ ５ ２ ） 、 及 び シ ス テ ム 本 体 （ ５ ３ ） に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 機 器 制 御
シ ス テ ム （ ５ ０ ） は 、 ブ ザ ー （ ８ １ ） の 運 転 制 御 を 行 っ て い る 。 ブ ザ ー （ ８ １ ） は 、 喘 息
患 者 （ ７ ０ ） を 介 護 す る 介 護 者 の 居 る 部 屋 （ 図 示 せ ず ） に 設 置 さ れ て い る 。 な お 、 本 発 明
で 言 う と こ ろ の 通 知 装 置 は ブ ザ ー （ ８ １ ） に よ っ て 構 成 さ れ 、 喘 息 緩 和 シ ス テ ム は 機 器 制
御 シ ス テ ム （ ５ ０ ） 及 び ブ ザ ー （ ８ １ ） に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 述 の よ う に 、 エ ア マ ッ ト レ ス （ ５ １ ） は 、 蒲 団 （ ４ １ ） の 下 に 敷 か れ て い る 。 こ の エ ア
マ ッ ト レ ス （ ５ １ ） に は 空 気 が 封 入 さ れ て い る 。 マ イ ク ロ ホ ン （ ５ ２ ） は エ ア マ ッ ト レ ス
（ ５ １ ） に 短 い チ ュ ー ブ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
喘 息 患 者 （ ７ ０ ） が エ ア マ ッ ト レ ス （ ５ １ ） の 上 で 寝 て い る 状 態 で は 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ）
の 心 拍 、 呼 吸 、 体 動 、 い び き な ど に よ っ て エ ア マ ッ ト レ ス （ ５ １ ） に 封 入 さ れ た 空 気 の 圧
力 、 す な わ ち 、 エ ア マ ッ ト レ ス （ ５ １ ） の 内 圧 が 変 動 す る 。 そ し て 、 マ イ ク ロ ホ ン （ ５ ２
） は 、 エ ア マ ッ ト レ ス （ ５ １ ） に 封 入 さ れ た 空 気 の 圧 力 変 動 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 出 力 す
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
シ ス テ ム 本 体 （ ５ ３ ） は 、 信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） 、 及 び 制 御 部 （
５ ６ ） を 備 え て い る 。 な お 、 本 発 明 で 言 う と こ ろ の 検 出 手 段 は 、 マ イ ク ロ ホ ン （ ５ ２ ） 及
び 信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） に よ っ て 構 成 さ れ 、 制 御 手 段 は 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） 及 び 制 御 部
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（ ５ ６ ） に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） に は 、 フ ィ ル タ 回 路 が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） に
は 、 マ イ ク ロ ホ ン （ ５ ２ ） か ら 出 力 さ れ た 電 気 信 号 が 入 力 さ れ て い る 。 こ こ で 、 信 号 分 離
部 （ ５ ４ ） へ 入 力 さ れ る マ イ ク ロ ホ ン （ ５ ２ ） の 出 力 信 号 に は 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 心 拍
に 起 因 す る 圧 力 変 動 だ け で な く 、 そ の 呼 吸 や 体 動 や い び き な ど に 起 因 す る 圧 力 変 動 も 含 ま
れ て い る 。 そ こ で 、 信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） は 、 フ ィ ル タ 回 路 を 用 い て マ イ ク ロ ホ ン （ ５ ２ ）
の 出 力 信 号 に 処 理 を 施 す 。 そ し て 、 信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） は 、 マ イ ク ロ ホ ン （ ５ ２ ） の 出 力
信 号 か ら 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 心 拍 に 起 因 す る 圧 力 変 動 の 波 形 だ け を 分 離 し 、 そ れ に 基 づ い
て 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 心 拍 数 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） に は 、 信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） で 検 出 さ れ た 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 心 拍
数 の 信 号 （ 以 下 、 心 拍 数 信 号 と い う ） が 入 力 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
と こ ろ で 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 心 拍 数 と 喘 息 の 症 状 と の 間 に は 相 関 関 係 が あ る 。 つ ま り 、
喘 息 の 発 作 が 起 こ っ て い る と き に は 心 拍 数 は 増 加 し 、 発 作 が 収 ま っ て く れ ば 心 拍 数 は 減 っ
て く る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 喘 息 の 発 作 が 起 こ っ て い な い と き 、 す な わ ち 、 正 常 時 の 喘 息 患
者 （ ７ ０ ） の 心 拍 数 信 号 は 、 就 寝 中 に お い て 、 入 眠 時 か ら 起 床 時 に か け 徐 々 に 低 下 し て い
く 。 こ れ に 対 し て 、 喘 息 の 発 作 が 断 続 的 に 起 こ っ て い る と き 、 す な わ ち 、 発 作 時 の 喘 息 患
者 （ ７ ０ ） の 心 拍 数 信 号 は 、 就 寝 中 に お い て 、 増 減 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ こ で 、 こ の 心 拍 数 と 喘 息 の 症 状 と の 相 関 関 係 を 利 用 し て 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） は 、
入 力 さ れ た 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 心 拍 数 信 号 に 基 づ き 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 を 判
定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 正 常 時 の 心 拍 数 、 及 び 喘
息 患 者 （ ７ ０ ） の 過 去 の 発 作 時 に お け る 心 拍 数 等 を 基 に 決 定 さ れ た 所 定 の 心 拍 数 ｐ よ り 、
喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 心 拍 数 が 大 き く な れ ば 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） は 喘 息 患 者 （ ７ ０ ）
が 喘 息 の 発 作 を 起 こ し て い る 、 あ る い は 、 発 作 を 起 こ す 危 険 性 が 高 い と 判 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
制 御 部 （ ５ ６ ） に は 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） で 判 定 さ れ た 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症
状 が 入 力 さ れ て い る 。 こ の 制 御 部 （ ５ ６ ） は 、 入 力 さ れ た 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状
が 所 定 の 悪 性 状 態 の と き に 、 ブ ザ ー （ ８ １ ） を 制 御 し て い る 。 具 体 的 に は 、 喘 息 症 状 判 定
部 （ ５ ５ ） に よ り 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） が 喘 息 の 発 作 を 起 こ し て い る 、 あ る い は 、 発 作 を 起 こ
す 危 険 性 が 高 い と き に 、 制 御 部 （ ５ ６ ） は ブ ザ ー （ ８ １ ） を 鳴 ら す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
そ し て 、 ブ ザ ー （ ８ １ ） の 音 を 聞 き つ け た 介 護 者 は 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 寝 室 （ ６ ０ ） に 行
き 、 ネ ブ ラ イ ザ ー を 用 い て 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る 薬 剤 を 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） に 対 し て 噴 霧 す
る 。 ネ ブ ラ イ ザ ー と は 、 薬 液 を 霧 状 に 変 え 、 気 道 内 に 薬 液 を 投 与 す る た め の 器 具 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） が エ ア マ ッ ト レ ス （ ５ １ ） の 上 で 寝 る だ け で 、 喘
息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） は 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 を 判 定 す る こ と が で き る 。 し た が
っ て 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 を 容 易 に 検 出 す る こ と が で き 、 検 出 さ れ た 喘 息 の 症
状 が 発 作 を 起 こ し て い る 、 あ る い は 、 発 作 を 起 こ す 危 険 性 が 高 い と き に ブ ザ ー （ ８ １ ） を
鳴 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
と こ ろ で 、 上 述 の よ う に 心 拍 数 と 喘 息 の 症 状 と は 相 関 関 係 が あ る 。 こ こ で 、 信 号 分 離 部 （
５ ４ ） は 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 心 拍 数 を 検 出 す る た め 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） は 喘 息 患 者
（ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 を 的 確 に 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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ま た 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） に よ り 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） が 喘 息 の 発 作 を 起 こ し て い る 、 あ
る い は 、 発 作 を 起 こ す 危 険 性 が 高 い と 判 定 さ れ た と き に 、 制 御 部 （ ５ ６ ） は ブ ザ ー （ ８ １
） を 鳴 ら す 。 そ れ ゆ え 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） が 喘 息 の 発 作 を 起 こ し て い る こ と 、 あ る い は 、
発 作 を 起 こ す 危 険 性 が 高 い こ と を 介 護 者 に 対 し て 認 識 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 介 護
者 は 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） に 対 し て ネ ブ ラ イ ザ ー に よ る 薬 剤 の 噴 霧 を タ イ ミ ン グ 良 く 行 う こ と
が で き る 。 し た が っ て 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 通 知 装 置 と し て ブ ザ ー （ ８ １ ） が 用 い ら れ て い る が 、 チ ャ イ ム 等
の 聴 覚 に 訴 え る 他 の 通 知 装 置 、 ラ ン プ 等 の 視 覚 に 訴 え る 通 知 装 置 、 及 び バ イ ブ レ ー タ 等 の
触 覚 に 訴 え る 通 知 装 置 等 で あ っ て も 良 い 。 さ ら に 、 介 護 者 が 携 帯 で き る 携 帯 用 ブ ザ ー で あ
っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ブ ザ ー （ ８ １ ） が 介 護 者 の 居 る 部 屋 に 設 置 さ れ て い る が 、 寝 室 （
６ ０ ） に 設 置 さ れ て も 良 い 。 こ の と き 、 ブ ザ ー （ ８ １ ） の 音 を 聞 き つ け た 喘 息 患 者 （ ７ ０
） 自 ら が ネ ブ ラ イ ザ ー を 用 い て 上 記 薬 剤 を 噴 霧 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ブ ザ ー （ ８ １ ） の 音 を 聞 き つ け た 介 護 者 は 、 ネ ブ ラ イ ザ ー に よ る
薬 剤 の 噴 霧 を 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） に 対 し て 行 っ て い る が 、 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る 処 置 で あ れ
ば 、 介 護 者 は 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） に 対 し て 如 何 な る 処 置 を 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ 実 施 形 態 ２ ）
本 実 施 形 態 は 実 施 形 態 １ に 対 し て 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 呼 吸 数 か ら 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘
息 の 症 状 を 判 定 す る よ う に 変 更 を 加 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） は 、 マ イ ク ロ ホ ン （ ５ ２ ） の 出 力 信 号 か ら 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 呼 吸 に
起 因 す る 圧 力 変 動 の 波 形 だ け を 分 離 し 、 そ れ に 基 づ い て 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 呼 吸 数 を 検 出
す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） に は 、 信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） で 検 出 さ れ た 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 呼 吸
数 の 信 号 （ 以 下 、 呼 吸 数 信 号 と い う ） が 入 力 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
と こ ろ で 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 呼 吸 数 と 喘 息 の 症 状 と の 間 に は 相 関 関 係 が あ る 。 つ ま り 、
喘 息 の 発 作 が 起 こ っ て い る と き に は 気 道 が 収 縮 す る た め 呼 吸 数 が 増 え 、 発 作 が 収 ま っ て く
れ ば 呼 吸 数 は 減 っ て く る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 喘 息 の 発 作 が 起 き て い な い と き 、 す な わ ち 、 正 常 時 の 喘 息 患 者
（ ７ ０ ） の １ 日 の 平 均 呼 吸 数 は 、 日 に よ っ て ほ ぼ 差 異 は な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ れ に 対 し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 喘 息 の 症 状 が 悪 化 し て い る と き 、 す な わ ち 、 悪 化 時 の
喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の １ 日 の 平 均 呼 吸 数 は 、 日 を 追 っ て 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
そ こ で 、 こ の 呼 吸 数 と 喘 息 の 症 状 と の 相 関 関 係 を 利 用 し 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） は 、 入
力 さ れ た 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 呼 吸 数 信 号 か ら 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 を 判 定 す る 。
具 体 的 に は 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 正 常 時 の 呼 吸 数 、 及 び 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 過 去 の 発 作 時
に お け る 呼 吸 数 等 を 基 に 決 定 さ れ た 所 定 の 呼 吸 数 ｂ よ り 、 呼 吸 数 信 号 を 基 に 算 出 さ れ た 喘
息 患 者 （ ７ ０ ） の １ 日 の 平 均 呼 吸 数 が 大 き く な れ ば 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） は 喘 息 患 者
（ ７ ０ ） が 喘 息 の 発 作 を 起 こ し て い る 、 あ る い は 、 発 作 を 起 こ す 危 険 性 が 高 い と 判 定 す る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 実 施 形 態 で も 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
（ 実 施 形 態 ３ ）
本 実 施 形 態 は 実 施 形 態 １ に 対 し て 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 体 動 か ら 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息
の 症 状 を 判 定 す る よ う に 変 更 を 加 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） は 、 マ イ ク ロ ホ ン （ ５ ２ ） の 出 力 信 号 か ら 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 体 動 に
起 因 す る 圧 力 変 動 の 波 形 だ け を 分 離 し 、 そ れ に 基 づ い て 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 体 動 を 検 出 す
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） に は 、 信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） で 検 出 さ れ た 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 体 動
の 信 号 （ 以 下 、 体 動 信 号 と い う ） が 入 力 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ こ で 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 体 動 と 喘 息 の 症 状 と の 間 に は 相 関 関 係 が あ る 。 つ ま り 、 喘 息
の 発 作 が 起 こ っ て い る と き に は 体 動 が 大 き く な り 、 発 作 が 収 ま っ て く れ ば 体 動 は 小 さ く な
る 。 そ こ で 、 こ の 呼 吸 数 と 喘 息 の 症 状 と の 相 関 関 係 を 利 用 し 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） は
、 入 力 さ れ た 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 体 動 信 号 か ら 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 を 判 定 す る
。 具 体 的 に は 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 正 常 時 の 体 動 、 及 び 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 過 去 の 発 作 時
に お け る 体 動 等 を 基 に 決 定 さ れ た 所 定 の 体 動 よ り 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 体 動 が 大 き く な れ
ば 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） は 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） が 喘 息 の 発 作 を 起 こ し て い る 、 あ る い は
、 発 作 を 起 こ す 危 険 性 が 高 い と 判 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
本 実 施 形 態 で も 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ 実 施 形 態 ４ ）
本 実 施 形 態 は 実 施 形 態 １ に 対 し て 、 制 御 部 （ ５ ６ ） が 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 が 発
作 を 起 こ し て い る 状 態 、 あ る い は 、 発 作 を 起 こ す 危 険 性 が 高 い 状 態 の と き に ネ ブ ラ イ ザ ー
（ ９ １ ） を 制 御 す る よ う に 変 更 を 加 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 ネ ブ ラ イ ザ ー （ ９ １ ） は ベ ッ ド （ ２ ０ ） の 近 傍 に 設 置 さ れ 、 ネ ブ ラ イ
ザ ー （ ９ １ ） の 吸 入 器 （ ９ ２ ） が 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 口 に 装 着 さ れ て い る 。 な お 、 本 発 明
で 言 う と こ ろ の 薬 供 給 装 置 は 、 ネ ブ ラ イ ザ ー （ ９ １ ） に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
制 御 部 （ ５ ６ ） は 、 入 力 さ れ た 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 が 所 定 の 悪 性 状 態 の と き に
、 ネ ブ ラ イ ザ ー （ ９ １ ） を 制 御 し て い る 。 具 体 的 に は 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） に よ り 喘
息 患 者 （ ７ ０ ） が 喘 息 の 発 作 を 起 こ し て い る 、 あ る い は 、 発 作 を 起 こ す 危 険 性 が 高 い と 判
定 さ れ た と き に 、 制 御 部 （ ５ ６ ） は 、 ネ ブ ラ イ ザ ー （ ９ １ ） が 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） に 対 し て
薬 剤 を 噴 霧 す る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ネ ブ ラ イ ザ ー （ ９ １ ） は 図 ６ に 示 す よ う な 構 造 で あ る が 、 こ れ に
限 ら ず 、 如 何 な る 構 造 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ネ ブ ラ イ ザ ー （ ９ １ ） に よ る 薬 剤 の 噴 霧 を 行 っ て い る が 、 喘 息 の
症 状 を 緩 和 す る 薬 を 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） に 対 し て 供 給 で き る 限 り 、 ネ ブ ラ イ ザ ー 以 外 の 他 の
薬 供 給 装 置 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ 他 の 実 施 形 態 ）
ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 マ ッ ト レ ス と し て 空 気 が 封 入 さ れ た エ ア マ ッ ト レ ス （ ５ １ ）
を 用 い て い る が 、 水 等 の 液 体 が 封 入 さ れ た マ ッ ト レ ス を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 ベ ッ ド （ ２ ０ ） 上 に エ ア マ ッ ト レ ス （ ５ １ ） と 蒲 団 （ ４ １ ）
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と が 重 ね て 敷 か れ て い る が 、 床 上 に 直 接 エ ア マ ッ ト レ ス （ ５ １ ） と 蒲 団 （ ４ １ ） と が 重 ね
て 敷 か れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 信 号 分 離 部 （ ５ ４ ） で は マ イ ク ロ ホ ン （ ５ ２ ） の 出 力 信 号 か
ら 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 心 拍 数 、 呼 吸 数 、 及 び 体 動 の い ず れ か １ つ を 検 出 し て い る が 、 信 号
分 離 部 （ ５ ４ ） で 複 数 の 生 体 情 報 を 検 出 す る よ う に し て も 良 い 。 例 え ば 、 マ イ ク ロ ホ ン （
５ ２ ） の 出 力 信 号 か ら 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 心 拍 数 、 呼 吸 数 、 及 び 体 動 を 検 出 す る よ う に し
て も 良 い 。 こ の と き 、 喘 息 症 状 判 定 部 （ ５ ５ ） は 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 心 拍 数 だ け で な く
呼 吸 数 や 体 動 も 考 慮 し た 上 で 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 を 判 定 す る 。 し た が っ て 、
複 数 の 生 体 情 報 を 考 慮 す る こ と で 、 喘 息 患 者 （ ７ ０ ） の 喘 息 の 症 状 を 精 確 に 判 定 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 機 器 制 御 シ ス テ ム （ ５ ０ ） が ブ ザ ー （ ８ １ ） 又 は ネ ブ ラ イ ザ
ー （ ９ １ ） を 制 御 し て い る が 、 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る 装 置 で あ る 限 り 、 如 何 な る 装 置 を 制
御 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 機 器 制 御 シ ス テ ム （ ５ ０ ） が １ つ の 機 器 だ け を 制 御 し て い る
が 、 複 数 の 機 器 を 制 御 し て も 良 い 。 例 え ば 、 １ つ の 機 器 制 御 シ ス テ ム （ ５ ０ ） が ブ ザ ー （
８ １ ） 及 び ネ ブ ラ イ ザ ー （ ９ １ ） を 制 御 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 横 臥 者 が 横 臥 手 段 上 で 横 臥 す る だ け で 制 御 手 段 が 横 臥 者 の 喘 息
の 症 状 を 判 定 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 容 易 に 検 出 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 制 御 手 段 が 、 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 生 体 情 報 か ら 横 臥 者 の 喘 息
の 症 状 を 判 定 し 、 判 定 さ れ た 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 が 所 定 の 悪 性 状 態 の と き に 機 器 を 制 御 す
る た め 、 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 に 応 じ て 機 器 を 制 御 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 機 器 の 制
御 を 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 と 関 連 づ け て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 検 出 手 段 が 横 臥 者 の 生 体 情 報 と し て 呼 吸 数 、 心 拍 数 、 及 び 体 動
の う ち 少 な く と も １ つ を 検 出 す る 。 こ こ で 、 呼 吸 数 、 心 拍 数 、 又 は 体 動 と 喘 息 の 症 状 と は
強 い 相 関 関 係 が あ る た め 、 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 的 確 に 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 機 器 制 御 シ ス テ ム は 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 が 所 定 の 悪 性 状 態 の と
き に 喘 息 緩 和 手 段 を 制 御 す る 。 し た が っ て 、 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 適 切 に 緩 和 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 機 器 制 御 シ ス テ ム に よ り 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 が 所 定 の 悪 性 状 態
と 判 定 さ れ た と き に は 、 通 知 装 置 が 通 知 を 発 す る た め 、 喘 息 緩 和 シ ス テ ム は 、 横 臥 者 又 は
横 臥 者 以 外 の 人 に 対 し て 通 知 を 発 す る こ と が で き る 。 そ れ ゆ え 、 横 臥 者 又 は 横 臥 者 以 外 の
人 に 対 し て 喘 息 の 発 作 の 発 生 又 は 発 生 の 危 険 性 を 認 識 さ せ る こ と が で き る た め 、 横 臥 者 又
は 横 臥 者 以 外 の 人 は 、 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 緩 和 す る 処 置 を 横 臥 者 に 対 し て タ イ ミ ン グ 良
く 行 う こ と が で き る 。 し た が っ て 、 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 を 確 実 に 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 機 器 制 御 シ ス テ ム に よ り 横 臥 者 の 喘 息 の 症 状 が 所 定 の 悪 性 状 態
と 判 定 さ れ た と き に 、 薬 供 給 装 置 が 上 記 薬 を 横 臥 者 に 対 し て 供 給 す る 。 し た が っ て 、 横 臥
者 の 喘 息 の 症 状 を 確 実 に 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 機 器 制 御 シ ス テ ム が 設 置 さ れ た 寝 室 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 に 係 る 機 器 制 御 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 就 寝 中 の 心 拍 数 の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 喘 息 患 者 の 正 常 時 に お け る １ 日 の 平 均 呼 吸 数 の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 喘 息 患 者 の 悪 化 時 に お け る １ 日 の 平 均 呼 吸 数 の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 形 態 に 係 る 機 器 制 御 シ ス テ ム が 設 置 さ れ た 寝 室 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
（ ４ １ ） 　 蒲 団
（ ５ ０ ） 　 機 器 制 御 シ ス テ ム
（ ５ １ ） 　 エ ア マ ッ ト レ ス （ 横 臥 手 段 ）
（ ５ ２ ） 　 マ イ ク ロ ホ ン （ 検 出 手 段 ）
（ ５ ４ ） 　 信 号 分 離 部 （ 検 出 手 段 ）
（ ５ ５ ） 　 喘 息 症 状 判 定 部 （ 制 御 手 段 ）
（ ５ ６ ） 　 制 御 部 （ 制 御 手 段 ）
（ ７ ０ ） 　 喘 息 患 者 （ 横 臥 者 ）
（ ８ １ ） 　 ブ ザ ー （ 通 知 装 置 ）
（ ９ １ ） 　 ネ ブ ラ イ ザ ー （ 薬 供 給 装 置 ）
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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摘要(译)

解决的问题：容易地检测用户的哮喘症状，并且根据检测到的哮喘症状
来控制设备。 解决方案：一张气垫（51）放在床上。 气垫（51）的内部
压力根据哮喘患者（70）的心跳而变化。 麦克风52将气垫51的内部压力
的变动转换为电信号并输出​​。 信号分离单元（54）根据麦克风（52）的
输出信号来检测哮喘患者（70）的心率。 哮喘患者（70）的心率信号被
输入到哮喘症状确定单元（55）。 哮喘症状确定单元（55）确定哮喘患
者（70）的哮喘症状。 将哮喘患者（70）的哮喘症状输入到控制单元
（56）。 当哮喘患者（70）的哮喘症状处于发作状态时或发作风险高
时，控制单元（56）控制蜂鸣器（81）等。 [选择图]图2
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